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介護の魅力と価値を高めるのはあなたです

介護福祉経営士１・２級資格認定試験
受験申込
8月2日（火）
から受付開始

一般社団法人日本介護福祉経営人材教育協会主催

１１月13日（日）実施

団体受験　◇受験者が複数名の場合、団体でまとめてお申し込みできます。
◇一定の条件を満たした場合、認定会場制度をご利用できます。※審査があります

試験のお申し込み・お問い合わせ・資料請求はウェブで…http://www.nkfk.jp/

介護福祉経営士テキストのご案内

実践編　全11巻
価格：25,710円（税込）

介護福祉経営士１級試験 準拠

基礎編　全10巻
価格：23,660円（税込）

介護福祉経営士２級試験 準拠
第3回「介護福祉経営士１級」 第11回「介護福祉経営士２級」

 受験料 9,720円（税込） 8,000円（税込）

 受験資格 「介護福祉経営士２級」資格認定者 年齢、学歴、国籍等の制約はありません
 試験会場　  札幌・仙台・東京・名古屋・金沢・大阪・福岡 （予定）

マネジメントを現場改善の原動力に !!

多
様
性
の
あ
る
教
育
が
重
要

教
科
書
を
捨
て
、地
域
に
出
で
よ
！

７
月
２
日
〜
４
日
に
第
1
回「
全
国
介
護
福
祉
総
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
i
n
大
阪
」が
大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
、
約
1
5
0
0
人
が
来

場
し
た
。今
号
で
は「
み
ん
な
で
考
え
よ
う『
介
護
×
教
育
』」を
テ
ー
マ
に
し
た
２
日
目
の
様
子
を
中
心
に
お
伝
え
す
る
。

地
域
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
す
る
教
育
現
場

「
老
い
」や「
介
護
」に
つ
い
て
、

子
ど
も
が
身
近
に
感
じ
る
こ
と

も
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の

問
題
を
真
正
面
か
ら
取
り
上
げ

た
の
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
み
ん

な
で
考
え
よ
う『
介
護
×
教

育
』」だ
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

は
長
谷
憲
明
氏（
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
関
西
支

部
理
事
、
関
西
国
際
大
学
グ

ロ
ー
バ
ル
教
育
推
進
機
構
学
長

補
佐
）が
務
め
、
教
育
現
場
で

活
躍
す
る
２
名
が
登
壇
し
た
。

大
阪
市
立
淀
商
業
高
校
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
科
の
活
動
に
つ

い
て
報
告
し
た
の
は
、
大
阪
市

教
育
セ
ン
タ
ー
主
任
指
導
主
事

の
青
木
健
至
氏
。
同
校
は
全
国

に
１
２
３
あ
る
介
護
福
祉
士
の

受
験
資
格
を
得
ら
れ
る
福
祉
系

学
科
の
１
つ
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
科
を
設
置
し
て
い
る
専
門
高

校
だ
。
同
校
で
は
２
０
２
５
年

を
支
え
る
地
域
福
祉
に
お
け
る

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
育
成
を
目
的

と
し
て
お
り
、
最
先
端
の
専
門

知
識
や
技
術
を
身
に
付
け
る
教

育
を
行
っ
て
い
る
。
授
業
で
は

専
門
性
の
強
化
と
と
も
に
、
10

週
間
に
わ
た
る
地
域
の
介
護
施

設
で
の
実
習
の
ほ
か
、
大
学
や

大
阪
市
交
通
局
な
ど
と
連
携
し

た
小
中
学
生
に
対
す
る
福
祉
教

室
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
と
も

に
行
う
介
護
予
防
教
室
の
開
催

な
ど
、
地
域
の
福
祉
・
介
護
関

係
機
関
と
の
連
携
に
力
を
入
れ

て
い
る
。
加
え
て
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
I
C
T
を
活
用
し

た
介
護
技
術
・
知
識
の
向
上
や
、

社
会
企
業
家
ら
に
よ
る
特
別
授

業
な
ど
教
科
書
以
外
で
学
ぶ
場

も
用
意
し
て
お
り
、
生
徒
た
ち

は
幅
広
い
枠
組
み
の
な
か
で
介

護
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
に
つ
い

て
青
木
氏
は「
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
科
に
は『
地
域
で
学
ぶ
』

と
い
う
取
り
組
み
も
含
ま
れ
て

い
る
。
学
校
内
で
の
教
育
だ
け

で
は
担
当
教
師
の
考
え
方
や
生

徒
の
体
験
に
よ
る
実
感
な
ど
、

狭
い
範
囲
で
福
祉
を
捉
え
て
し

ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

そ
の
た
め
、
地
域
の
社
会
資
源

の
活
用
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ

う
し
た
う
え
で
地
域
と
の
連
携

が
重
要
に
な
る
」と
説
明
。
介

護
福
祉
経
営
士
を
は
じ
め
と
し

た
専
門
職
な
ど
が
地
域
に
出
て

教
育
現
場
に
か
か
わ
る
こ
と
の

意
味
を
示
唆
し
た
。

大
阪
教
育
大
学
教
養
学
科
准

教
授
の
新
崎
国
広
氏
は
、「
専

門
職
に
任
せ
る
」と
い
う
依
存

意
識
か
ら
、
福
祉
や
介
護
、
教

育
に
対
す
る
無
関
心
が
生
ま
れ

た
点
を
指
摘
。「
市
民
や
子
ど

も
が
か
か
わ
る
リ
ス
ク
も
あ
る

が
、
リ
ス
ク
を
恐
れ
ず
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
が
大
切
」と
述

べ
た
。

お
笑
い
や
作
文
を
通
じ
て

介
護
の
可
能
性
を
探
る

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
ほ
か「
未

来
を
つ
く
る
k
a
i
g
o
カ

フ
ェ
i
n
O
S
A
K
A
」も
開

催
。
関
西
を
中
心
に
介
護
と
教

育
に
か
か
わ
る
活
動
を
行
う
演

者
の
講
演
を
聞
い
た
後
、「
こ

れ
か
ら
の
教
育
に
ど
ん
な
視
点

が
求
め
ら
れ
る
の
か
」を
参
加

者
同
士
で
議
論
し
た
。

同
日
は
、
お
笑
い
福
祉
士
全

国
の
会
な
ら
び
に
笑
福
亭
學
光

氏
に
よ
る「
お
笑
い
介
護
道
場
」

も
行
わ
れ
た
。
深
刻
に
と
ら
え

が
ち
な「
介
護
」を「
笑
い
」と
結

び
つ
け
る
こ
と
で
、
介
護
を
身

近
な
も
の
に
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
た
も
の
。
介
護
予
防

体
操
な
ど
も
織
り
交
ぜ
ら
れ
た

軽
妙
な
語
り
口
に
、
会
場
は
笑

い
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

ま
た
、
小
・
中
学
生
・
高
校

生
に
よ
る
介
護
福
祉
の
大
切
さ

を
知
り
、
未
来
に
つ
い
て
考
え

発
表
す
る「
介
護
福
祉
の
み
ら

い
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」の
表
彰

式
も
行
わ
れ
た
。

長谷憲明氏
（日本介護福祉経営人材教育協会関西支部理事）

地域との協働により
学習意欲も高まる

　関西国際大学では、学生が地域の課題発見および解決に向けた活動
を行うことで地域貢献と学修の深化を図ることを目的とした教育プログ
ラム、サービスラーニングを行っています。兵庫県Ｍ地区で行った「一人
暮らし高齢者実態調査」においては、高齢者の生活支援サービスを始め
るにはニーズを把握する必要があるとして、住民参加型サービス事業構
築のための資料の作成を行いました。学生は地域のステークホルダーと
協働してヒヤリングを行うことで、これまで学んだことをより深く理解す
るきっかけとなっています。また、地域にとっては適切なサービスを考え
るための基礎資料となりました。地域づくりは住民主体でなければなし
えないものですので、地域にある大学として、地域とＷｉｎ─Ｗｉｎの関
係をつくりだす学習の仕組みづくりは非常に重要と考えています。

第１回「全国介護福祉総合フェスティバル in 大阪」内にて
「介護と子どもの教育を考える」シンポジウム開催！

みんなで考えよう
“介護×教育”

青木健至氏

新崎国広氏
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第
３
回
１
級
、第
11
回
２
級
試
験

10
月
６
日（
木
）ま
で
受
験
申
込
受
付
中
！

一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
で
は
、

11
月
13
日（
日
）に
実
施
す
る

「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」お
よ

び「
介
護
福
祉
経
営
士
１
級
」資

格
認
定
試
験（
一
般
社
団
法
人

日
本
介
護
福
祉
経
営
人
材
教
育

協
会
）の
受
験
申
込
を
受
付
中

だ
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」は

年
齢
、
学
歴
、
国
籍
等
の
制
約

や
、
保
有
資
格
、
介
護
職
の
経

験
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
受
験

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た「
介
護
福
祉
経
営
士
１

級
」は
、「
介
護
福
祉
経
営
士
２

級
」の
資
格
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
受
験
条
件
と
な
っ
て
い

る
。
７
月
10
日
実
施
の
第
10
回

「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」資
格

認
定
試
験
に
合
格
し
た
者
も
、

入
会
申
し
込
み
を
す
る
こ
と

で
、
今
回
の
１
級
試
験
を
受
験

す
る
こ
と
が
可
能
だ
。

「
介
護
福
祉
経
営
士
１
級
」試

験
は
、
全
50
問（
80
分
）の
マ
ー

ク
シ
ー
ト
記
入
式
で
行
わ
れ

る
。
合
格
後
は
、
実
践
研
修
を

経
て
、「
介
護
福
祉
経
営
士
１

級
」に
認
定
さ
れ
る
。

受
験
申
込
は
10
月
６
日（
木
）

ま
で
、
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://www.nkfk.jp/

）に
て

受
付
中（
受
験
料
入
金
締
切
日

は
10
月
７
日
）。

な
お
、
試
験
対
策
講
座
も
開

催
さ
れ
る
。
詳
細
は
４
面
を
参

照
の
こ
と
。

新 刊 案 内

介護経営白書2016-2017年版

従来の価値観にしばられない新しい発想の介護サービスが生まれている。新しい介護の価値観をつくり出すニューリーダーに焦点をあて、これからの時代の介護経営
に必須の人材について徹底検証していく。
【本書で取り上げた、介護の未来をつくるニューリーダー】
加藤忠相（株式会社あおいけあ代表取締役）、佐久間裕章（特定非営利活動法人自立支援センターふるさとの会代表理事）、飯田大輔（社会福祉法人福祉楽団常
務理事、株式会社恋する豚研究所代表取締役）、若野達也（一般社団法人SPS 若年認知症サポートセンターきずなやゼネラルマネージャー）、幸地伸哉（西宮介護
ネットワーク・街づくりプロジェクト代表、·株式会社グローバルウォーク代表取締役）、中島康晴（特定非営利活動法人地域の絆代表理事）、鹿野佑介（株式会社ウェ
ルモ代表取締役CEO）、内藤勇一（社会福祉法人来光会理事兼業務統括施設長、介護老人福祉施設しろやま施設長）、水戸康智（株式会社MOE ホールディン
グス代表取締役社長兼CEO）、吉江悟（訪問看護ステーションビュートゾルフ柏、看護師、保健師）、紅谷浩之（オレンジホームケアクリニック代表）

■ 企画・制作：ヘルスケア総合政策研究所
■ 定　　価：4，320円（本体価格：4,000円＋税）
■ 体　　裁：Ｂ5判／238ページ
■ I S B N：978-4-86439-462-8

好評
発売中！

介護福祉新時代の“到来”
今、注目されるニューリーダー11人の発想と人材育成術

一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福

祉
経
営
人
材
教
育
協
会
が
本
年

７
月
10
日（
日
）に
実
施
し
た
第

10
回「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」

資
格
認
定
試
験
の
合
格
者
が
発

表
さ
れ
た
。
全
国
７
会
場（
札

幌
市
、
仙
台
市
、
東
京
都
、
名

古
屋
市
、
金
沢
市
、
大
阪
市
、

福
岡
市
）で
１
１
０
人
が
受
験

し
、
57
人
が
合
格
し
た
。
合
格

率
は
51
・
８
％
だ
っ
た
。
10
回

ま
で
の
受
験
者
数
は
合
計
２
０

０
１
人
、
合
格
者
数
は
１
１
４

２
人
と
な
り
、
累
計
受
験
者
数

が
２
０
０
０
人
を
突
破
し
た
。

合
格
者
構
成
は
次
の
通
り
。

〈
年
齢
別
〉

▽
29
歳
以
下
＝
８
人
（
合
格
者

に
占
め
る
割
合
14
・
０
％
）

▽
30
歳
〜
39
歳
＝
14
人

　

（
同
24
・
６
％
）

▽
40
歳
〜
49
歳
＝
21
人

累
計
受
験
者
数
２
０
０
０
人
を
突
破

第
10
回「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」

資
格
認
定
試
験
に
57
人
が
合
格

　

（
同
36
・
８
％
）

▽
50
歳
〜
59
歳
＝
12
人

　

（
同
21
・
１
％
）

▽
60
歳
以
上
＝
２
人

　

（
同
３
・
５
％
）

〈
男
女
別
〉

▽
男
性
＝
47
人
（
合
格
者
に
占

め
る
割
合
82
・
５
％
）

▽
女
性
＝
10
人（
同
17
・
５
％
）

〈
勤
務
先
の
業
種
別
〉

▽
介
護
施
設
・
事
業
所
＝
23
人

（
合
格
者
に
占
め
る
割
合
40
・

３
％
）

▽
金
融
機
関
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
＝
各
９
人
（
同
15
・

８
％
）

▽
医
療
機
関
＝
２
人
（
同
３
・

５
％
）

▽
そ
の
他
＝
14
人
（
同
24
・

６
％
）

〈
保
有
資
格
別（
複
数
回
答
・

上
位
５
位
ま
で
）〉

▽
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
＝
14
人

（
合
格
者
に
占
め
る
割
合
24
・

６
％
）

▽
介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
＝
各
12
人
（
同
21
・

１
％
）

▽
社
会
福
祉
士
、
医
療
経
営
士

＝ 

各
８
人
（
同
14
・
０
％
）

〈
都
道
府
県
別（
上
位
６
都
道

府
県
／
受
験
者
の
届
け
出
住
所

地
）〉

▽
東
京
都
＝
10
人
（
合
格
者
に

占
め
る
割
合
17
・
５
％
）

▽
兵
庫
県
＝
６
人
（
同
10
・

５
％
）

▽
愛
知
県
＝
５
人
（
同
８
・

８
％
）

▽
千
葉
県
、
静
岡
県
、
大
阪
府

＝
各
４
人
（
同
７
・
０
％
）

な
お
、
今
後
の
試
験
日
程
は

左
記
の
通
り
。

受
験
者
に
も
紹
介
者
に
も
特
典
！

「
介
護
活
力
創
造
隊
員
」募
集
中

「
介
護
福
祉
経
営
士
」
の
意

義
・
役
割
に
賛
同
し
、
受
験
者

拡
大
に
協
力
す
る「
介
護
活
力

創
造
隊
」の
隊
員
を
募
集
中
だ
。

「
介
護
活
力
創
造
隊
員
」に
登

録
す
る
と
、
隊
員
か
ら
紹
介
を

受
け
た
方
が『
優
待
特
別
申
込

書
』で「
介
護
福
祉
経
営
士
２

級
」資
格
認
定
試
験
に
受
験
を

申
し
込
ん
だ
場
合
、
①
受
験
申

込
者
は
受
験
料
が
割
引
、
②
隊

員
に
は
１
人
ご
紹
介
い
た
だ
く

ご
と
に
薄
謝
が
進
呈
さ
れ
る
。

今
登
録
す
る
と
、
11
月
13
日

に
実
施
さ
れ
る
第
11
回「
介
護

福
祉
経
営
士
２
級
」資
格
認
定

試
験
よ
り
適
応
さ
れ
る
。

周
囲
に「
介
護
福
祉
経
営
士
」

の
受
験
を
考
え
て
い
る
方
が
い

る
、
ま
た
は「
介
護
福
祉
経
営

士
」を
勧
め
た
い
と
考
え
て
い

る
な
ら
、活
用
し
た
い
制
度
だ
。

登
録
方
法
等
詳
細
に
関
す
る

お
問
い
合
わ
せ
は
左
記
ま
で
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
先
〉

「
介
護
活
力
創
造
隊
」事
務
局

（
株
式
会
社
日
本
医
療
企
画　

教
育
事
業
開
発
・
推
進
部
内
）

電
話
０
３
│
３
２
５
６
│
２
８

６
３

介護福祉分野におけるマネジメント力が身につく
「介護福祉経営士」資格認定試験に挑戦しよう！

http://www.jmp.co.jp/● お問い合わせ先／（株）日本医療企画  〒101-0033  東京都千代田区神田岩本町4-14  神田平成ビル  TEL：03-3256-2861  FAX：03-3256-7499

●関東支社 ☎03-3256-2885  ●関西支社 ☎06-7660-1761  ●九州支社 ☎092-418-2828  ●北信越支社 ☎076-231-7791  ●中部支社 ☎052-209-5451  ●北海道支社 ☎011-223-5126

＜2016年度試験日程＞
■2級
第11回「介護福祉経営士２級」資格認定試験

2016年11月13日（日）
第12回「介護福祉経営士２級」資格認定試験

2017年 3 月 5 日（日）
■1級
第 3 回「介護福祉経営士１級」資格認定試験

2016年11月13日（日）

介護施設・事業所
40.3％

金融機関
15.8％

コンサルティング
15.8％

医療機関
3.5％

その他
24.6％

＜勤務先の業種別＞



（3）　2016.8.25

社会福祉法人せんねん村
ヘルパーステーションせんねん村
介護福祉士・社会福祉士・ケアマネジャー・
介護福祉経営士2級

阪
さか

部
べ

 寿
とし

子
こ

専
業
主
婦
か
ら
一
念
発
起

介
護
の
世
界
へ

私
が
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
せ
ん

ね
ん
村
に
入
職
し
て
６
年
が
経

ち
ま
し
た
。
も
と
も
と
専
業
主

婦
を
し
て
い
た
の
で
す
が
下
の

子
ど
も
が
幼
稚
園
に
入
る
と
き

に
私
も
福
祉
コ
ー
ス
の
あ
る
短

大
に
入
学
し
ま
し
た
。
き
っ
か

け
は
長
い
人
生
の
中
で
病
気
や

老
い
は
避
け
ら
れ
な
い
と
育
児

を
し
な
が
ら
感
じ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
一
念
発
起
し
て
短
大
に

入
学
。
18
歳
の
子
た
ち
と
机
を

並
べ
、
在
学
中
に
介
護
福
祉
士

の
資
格
を
取
得
し
、
福
祉
の
世

界
に
入
り
ま
し
た
。

ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
き
始
め

て
間
も
な
い
こ
ろ
あ
る
家
庭
を

訪
問
し
た
時
は
シ
ョ
ッ
ク
を
受

け
ま
し
た
。
ガ
ス
を
引
く
こ
と

も
ま
ま
な
ら
ず
、
高
齢
の
母
親

と
娘
さ
ん
が
生
活
保
護
を
受
け

な
が
ら
暮
ら
す
様
子
は
と
て
も

苦
し
そ
う
で
し
た
。
そ
ん
な
生

活
で
は
ケ
ア
し
て
い
る
娘
に
大

き
な
負
担
が
強
い
ら
れ
、
ス
ト

レ
ス
の
は
け
口
と
し
て
か
母
親

に
暴
言
を
浴
び
せ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
私
は
娘
の
ガ

ス
抜
き
も
考
え
、
じ
っ
く
り
と

向
き
合
い
話
を
す
る
こ
と
、
そ

し
て
他
の
ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
と
連
絡
を
取
り

見
守
り
ま
し
た
。
現
在
母
親
は

亡
く
な
り
ま
し
た
が
娘
さ
ん
と

は
近
所
で
顔
を
合
わ
せ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
涙
を
流
し
て
当

時
の
仕
事
に
つ
い
て
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
き
、
そ
の
と
き
に

介
護
の
仕
事
を
一
生
続
け
て
い

く
覚
悟
が
で
き
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

法
人
内
で
は
ヘ
ル
パ
ー
以
外

の
仕
事
と
し
て
パ
ー
ソ
ン
セ
ン

タ
ー
ド
ケ
ア
と
い
う
イ
ギ
リ
ス

で
提
唱
さ
れ
た
認
知
症
ケ
ア
の

ツ
ー
ル
を
活
用
し
た
活
動
も
し

て
い
ま
す
。
当
法
人
と
医
療
法

人
で
あ
る
仁
医
会
で
マ
ッ
ピ
ン

グ
作
業
を
す
る
マ
ッ
パ
ー
と
呼

ば
れ
る
メ
ン
バ
ー
が
20
人
お

り
、
そ
の
う
ち
の
一
人
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
6
時
間
の

検
証
作
業
を
行
い
ど
の
よ
う
な

ケ
ア
を
利
用
者
さ
ん
は
受
け
て

い
る
か
の
行
動
確
認
を
し
て
い

ま
す
。
マ
ッ
パ
ー
と
し
て
活
動

す
る
こ
と
に
よ
り
、
客
観
的
な

視
点
が
鍛
え
ら
れ
自
身
の
勉
強

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

訪
問
、
施
設
両
方
の
視
点
か

ら
課
題
に
取
り
組
む

介
護
福
祉
経
営
士
を
知
っ
た

き
っ
か
け
は
、
法
人
内
で
上
司

が
す
で
に
取
得
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
実
は
昨
年
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
受
験
し
た
の
で

す
が
、
同
時
期
に
介
護
福
祉
経

営
士
の
受
験
が
重
な
っ
た
の
で

い
っ
た
ん
は
躊
躇
し
ま
し
た
。

し
か
し
勉
強
癖
が
つ
い
て
い
る

い
ま
が
チ
ャ
ン
ス
と
考
え
受
験

を
決
意
し
ま
し
た
。

ま
だ
取
得
し
て
1
年
も
た
っ

て
い
な
い
の
で
介
護
福
祉
経
営

士
を
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
法
人
に
は

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
入
っ

て
お
り
、
私
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

介護サービス事業のリーダー層、研修担当者、
初任者研修・実務者研修・介護福祉士等の教員向け
「介護福祉教育エキスパート」養成講座

主催：一般社団法人介護福祉指導教育推進機構 お問い合わせ・資料請求はウェブへhttp://kaigo-education.jp

経営の一翼を担う栄養管理のエキスパート

■体裁：各巻Ｂ５判／100～160項　■定価：各巻2,500円＋税
■総監修／宮澤　靖（一般社団法人日本栄養経営実践協会代表理事／近森病院臨床栄養部部長）

第1巻

第2巻

第3巻

第4巻

第5巻

第６巻

病棟業務管理  不要な絶食患者ゼロをめざす病棟業務マネジメント  
―栄養部門が経営の一翼を担う―

真壁　昇
（関西電力病院疾患栄養治療センター） 
大谷　幸子
（淀川キリスト教病院栄養管理課課長） 
宮澤　靖
（近森病院臨床栄養部部長） 
山下　茂子
（熊本県立大学環境共生学部非常勤講師） 
秋山　和宏
（東葛クリニック病院副院長） 
吉田　貞夫
（沖縄メディカル病院あがりはまクリニック院長） 

コスト管理  ビジョンの実現に向けたコストマネジメント  
―業務の選択と集中で患者満足度を高める―
組織マネジメント  栄養部門の存在意義を高めるリーダーシップ  
―専門職としての使命を全うできる環境づくり―
人材教育マネジメント  自ら考え行動する人材の育成と目標管理  
―鉄は熱いうちに打たなければならない―
多職種協働コミュニケーション  チーム医療を成功させるコミュニケーション  
―人と組織、そして地域をつなぐ連携の要―
病態栄養  臨床スキルアップのための病態把握と栄養ケア  
―病態の理解なくしてチーム医療に参画はできない―

発行：株式会社日本医療企画　お申し込み、お問い合わせはウェブへhttp://www.jmp.co.jp/

栄養経営士
テキストシリーズ（全６巻）
管理栄養士のための新資格“栄養経営士”

養成テキストシリーズ創刊！

「介護の本質」、「介護専門職としての職業観」、「介護における教育者像」を、介護福祉教育の基本ととらえ、こ
の3テーマについて、ただ講義を聞くだけでなく、読み（事前学習）、聞き（講義）、話し合い（グループワーク）、
まとめる（レポート作成）ことで、介護福祉教育の本質を学びます。

開催地 日　程 時　間 講　師

福岡③
１日目 9月9日（金） 13：30～17：30

久保田トミ子（広島国際大学副学長、合同会社和の会代表）
2日目 9月10日（土） 9：00～17：30

東京⑥
１日目 9月10日（土） 13：30～17：30 白井 孝子（東京福祉専門学校副校長）

２日目 9月11日（日） 9：00～17：30 瀬戸 恒彦（公益社団法人かながわ福祉サービス振興会理事長）

札幌①
１日目 10月22日（土） 13：30～17：30

黒澤｠貞夫（日本生活支援学会会長）
２日目 10月23日（日） 9：00～17：30

大阪②
１日目 11月7日（月） 13：30～17：30

黒澤｠貞夫（日本生活支援学会会長）
２日目 11月8日（火） 9：00～17：30

と
し
て
会
議
な
ど
に
出
席
し
て

い
ま
す
。
そ
う
し
た
会
議
の
席

で
は
課
題
が
多
く
提
示
さ
れ
ま

す
。
課
題
の
優
先
順
位
を
考
え

解
決
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
が
、
課
題
は
ど
れ

だ
け
で
も
出
て
き
ま
す
。
解
決

し
て
い
く
役
割
を
担
え
る
経
営

士
に
な
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は

特
養
へ
の
異
動
を
希
望
し
て
い

ま
す
。

訪
問
介
護
は
も
ち
ろ
ん
大
事

で
す
が
、
特
養
を
せ
っ
か
く

持
っ
て
い
る
法
人
な
の
で
３
６

５
日
24
時
間
利
用
者
と
向
き
合

え
る
経
験
も
大
事
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
ど
の
家
庭
に
も
家
族

が
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
施

設
の
重
要
性
を
知
っ
た
う
え
で

訪
問
、
施
設
と
両
方
の
視
点
か

ら
利
用
者
、
職
員
の
生
の
声
を

現
場
で
聞
い
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

経
営
者
と
職
員
で
は
視
点
が

違
い
ま
す
。
職
員
の
不
平
な
ど

は
え
て
し
て
経
営
者
に
は
理
解

さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

し
、
そ
の
逆
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
橋
渡
し
の
で
き
る
介

護
福
祉
経
営
士
を
目
指
し
た
い

で
す
。

利
用
者
、
経
営
者
、
職
員
の
橋
渡
し
が
で
き
る

介
護
福
祉
経
営
士
に
な
り
た
い

「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」は
こ
れ
ま
で
、計
10
回
の
資
格
認
定
試
験
で
、累
計
１
１
４
２
名
の
合
格
者
が
誕
生
し
ま
し
た
。

介
護
施
設
・
事
業
所
、企
業
な
ど
か
ら
多
く
の
方
々
が
受
験
し
、合
格
し
て
い
ま
す
。ど
の
よ
う
な
目
的
で
受
験
し
、ど
の
よ
う
に

「
介
護
福
祉
経
営
士
」の
資
格
を
業
務
に
活
か
そ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、合
格
者
の
皆
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

合格者の声

介
護
福
祉
の
未
来

群
馬
県
立
伊
勢
崎
興
陽
高
等
学
校　

福
祉
と
人
間
を
学
ぶ
系
列

　

３
年　

大お
お
は
し橋

咲さ

わ和

　
日
本
は
今
、超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。私
は
、こ
れ
か
ら

も
少
し
ず
つ
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
社
会
で
、み
ん
な
が
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
た
め
に
は
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
、と
考
え
ま
し
た
。

　
一
番
最
初
に
思
い
浮
か
ん
だ
の
は
、介
護
施
設
を
増
や
す
こ
と
で
し

た
。そ
こ
で
働
く
人
を
集
め
る
こ
と
は
大
変
だ
け
れ
ど
、た
く
さ
ん
い

る
要
介
護
者
を
施
設
で
介
護
で
き
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

し
た
。私
は
高
校
で
福
祉
系
列
に
所
属
し
て
い
て
、毎
週
水
曜
日
に

施
設
へ
実
習
に
行
っ
て
い
ま
す
。特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
の
で
ほ
と

ん
ど
の
人
が
車
い
す
で
、自
分
の
こ
と
を
自
分
で
で
き
な
い
人
が
多
く

い
ま
す
。何
を
す
る
に
も
職
員
さ
ん
を
呼
ん
で
手
伝
っ
て
も
ら
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、食
事
や
排
泄
も
決
め
ら
れ
た
時
間
に
し
か
行

け
ま
せ
ん
。利
用
者
さ
ん
と
話
を
す
る
と
、家
に
帰
り
た
い
、と
主
張

を
す
る
方
が
何
人
も
い
ま
す
。そ
こ
で
私
は
最
初
に
思
い
浮
か
ん
だ

介
護
施
設
を
増
や
す
、と
い
う
こ
と
は
間
違
っ
て
い
た
と
感
じ
ま
し

た
。利
用
者
さ
ん
は
き
っ
と
一
日
で
も
早
く
家
に
帰
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
な
い
か
、と
考
え
ま
し
た
。

　
次
に
思
っ
た
の
は
、今
の
う
ち
か
ら
高
齢
者
へ
の
関
心
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。今
の
日
本
人

は
、高
齢
者
に
つ
い
て
の
知
識
が
少
な
い
と
思
う
の
で
、学
生
の
う
ち

か
ら
地
域
の
人
と
関
わ
っ
た
り
、介
護
施
設
に
行
っ
て
み
る
な
ど
し

て
、実
際
に
高
齢
者
と
ふ
れ
あ
う
時
間
を
作
る
こ
と
が
重
要
だ
と
考

え
ま
し
た
。そ
う
す
る
こ
と
で
、た
だ
話
を
す
る
だ
け
で
な
く
認
知
症

な
ど
の
病
気
の
理
解
に
つ
な
が
っ
た
り
、人
生
の
先
輩
と
し
て
様
々
な

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
け
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
は
自
分
が
住
ん
で

い
る
家
の
近
く
の
人
と
の
関
わ
り
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。ど
う

い
う
人
が
ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
全
く
わ
か
ら
な
い

の
で
、あ
え
て
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
高
齢
者
だ
け

で
な
く
多
く
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ま
し
た
。

　
み
ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
、介
護
を
す
る
側
の
意
見

だ
け
を
尊
重
し
た
施
設
を
増
や
す
の
で
は
な
く
、多
く
の
人
が
若
い

う
ち
か
ら
高
齢
者
の
方
と
の
関
わ
り
を
重
視
し
た
生
活
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
し
た
。地
域
で
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
に

よ
り
高
齢
者
に
と
っ
て
頼
れ
る
場
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
も
人
と
人
を
つ
な
ぐ
立
場
に
な
っ
て
、

地
域
全
体
、み
ん
な
が
幸
せ
で
自
由
だ
と
思
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

け
る
社
会
が
で
き
る
と
思
い
ま
し
た
。超
高
齢
化
社
会
は
こ
れ
か
ら

も
進
ん
で
い
く
の
で
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
一つ
ひ
と
つ
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

「
介
護
福
祉
の
み
ら
い
」

作
文
コン
ク
ー
ル

　
一
般
社
団
法
人
日
本
介
護
福
祉
経
営
人
材
教
育
協
会
は
、将
来
を

担
う
小
学
生
、中
学
生
、高
校
生
に
、介
護
福
祉
の
大
切
さ
を
知
り
、

未
来
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
も
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、第

１
回「
介
護
福
祉
の
み
ら
い
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
号
か
ら
高
校
生
の
部
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
作
品
を
掲
載

し
ま
す
。

第１回

最
優
秀
賞
作
品
掲
載
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黒
澤
貞
夫
氏
が
語
る
!!　

介
護
職
の
本
当
の
喜
び

　

セ
ミ
ナ
ー
報
告  

協
賛
‥
日
本
介
護
福
祉
経
営
人
材
教
育
協
会　

関
東
支
部

「
介
護
経
営
の
未
来
図
」を

描
く
初
の
研
究
会
開
催

関
東
支
部
は
、
６
月
17
日

（
金
）、
日
本
医
療
企
画
も
と
み

や
セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム
に
て
第
１

回
未
来
志
向
型
介
護
経
営
研
究

会
を
開
催
し
た
。同
研
究
会
は
、

介
護
福
祉
や
医
療
な
ど
社
会
保

障
全
般
に
関
す
る
最
新
情
報
の

共
有
、
重
要
テ
ー
マ
に
関
す
る

研
究
を
行
う
こ
と
で
、「
介
護

経
営
の
未
来
図
」（
経
営
ビ
ジ
ョ

ン
）を
描
い
て
い
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

記
念
す
べ
き
第
１
回
は
、
遠

藤
正
樹
氏（
医
療
法
人
康
明
会

常
務
理
事
法
人
本
部
長
・
一
般

社
団
法
人
南
多
摩
医
療
圏
病
院

管
理
研
究
会
会
長
）を
講
師
に

招
き
、「
診
療
報
酬
改
定
が
介

護
現
場
に
与
え
る
影
響
と
経
営

戦
略
」に
つ
い
て
開
催
。
同
氏

は
、
変
化
へ
の
対
応
に
弱
い
病

院
や
一
部
介
護
事
業
者
の
経
営

陣
は
、
い
ま
最
悪
の
事
態
を
想

定
し
、
戦
略
行
動
を
起
こ
す
こ

と
等
、
熱
く
語
っ
た
。

受
講
者
か
ら
は「
２
０
１
６

年
度
診
療
報
酬
改
定
の
影
響
や

今
後
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
具
体
的
な
話
を
伺
う
こ
と

が
で
き
た
」「
経
験
に
基
づ
く
見

通
し
、
分
析
、
予
測
が
聞
け
た
」

等
の
声
が
上
が
っ
た
。

基
礎
か
ら
学
ぶ「
経
営
計
画・

事
業
計
画
」の
つ
く
り
方

関
東
支
部
は
、
７
月
30
日

（
土
）、
日
本
医
療
企
画
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム
に
て
、
第
３
回
介

護
経
営
実
践
講
座「
介
護
事
業

者
の
た
め
の『
経
営
計
画
・
事

業
計
画
』の
つ
く
り
方
」を
開
催

し
た
。
講
師
は
独
立
行
政
法
人

福
祉
医
療
機
構
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
中
野
佑
一

氏
。講

座
は
、
経
営
計
画
を
立
て

る
上
で
本
質
的
課
題
を
見
極
め

る
重
要
性
や
、「
経
営
」と
は
何

か
と
い
う
基
礎
的
な
講
義
か
ら

始
ま
り
、
計
画
策
定
に
あ
た
っ

て
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
・
ビ

ジ
ョ
ン
・
策
定
の
手
順
ま
で
講

演
を
行
っ
た
。
同
氏
は
、
す
べ

て
の
役
職
員
が
法
人
の
理
念
・

ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
て
同

じ
方
向
を
向
き
、
一
丸
と
な
れ

る
よ
う
な
経
営
計
画
・
事
業
計

画
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
と
締
め
括
っ
た
。

関
東
支
部

組
織
活
性
化
の
秘
訣
は

人
間
関
係
に
あ
り

九
州
支
部
は
７
月
30
日

（
土
）、「
組
織
の
活
性
化
に
役

立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

術
」を
テ
ー
マ
に
、
介
護
福
祉

経
営
研
究
会
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ
を
開
催

し
た
。

講
師
の
石
松
衣
美
氏（
２
級

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

技
能
士
）は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
と
は
自
分
と
相
手
の
違

い
を
認
め
合
う
こ
と
。
人
に
は

こ
れ
ま
で
の
体
験
に
基
づ
く
考

え
方
の
癖
が
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
置
い
て
ほ
し
い
」と
最
初
に

強
調
。
次
に
思
い
込
み
が
怒
り

や
不
満
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、

事
例
を
通
し
て
説
明
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
に
管
理
職
が

九
州
支
部

多
く
、
部
下
の
指
導
に
悩
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
指
導
の
ポ
イ

ン
ト
に
①
部
下
と
向
き
合
う
空

間
と
時
間
を
も
つ
、
②
部
下
の

話
を
尊
重
す
る
、
③
良
し
悪
し

で
評
価
し
な
い
、
④
自
分
が
感

じ
て
い
る
こ
と
を
誠
実
に
話
す

│
│
の
４
つ
を
挙
げ
、「
相
手

が
そ
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
場
を

つ
く
る
こ
と
が
重
要
」と
助
言
。

「
組
織
活
性
化
の
秘
訣
は
人
間

関
係
に
あ
る
。
少
し
ず
つ
で
も

自
分
の
あ
り
方
を
変
え
よ
う
と

す
る
日
頃
の
積
み
重
ね
が
大

切
」と
最
後
に
締
め
括
っ
た
。

介
護
福
祉
分
野
の
教
育
者
、

リ
ー
ダ
ー
層
を
対
象
に
、
介
護

職
が「
喜
び
」「
仕
事
へ
の
誇
り
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
研
究
会
が
、

日
本
医
療
企
画
も
と
み
や
セ
ミ

ナ
ー
ル
ー
ム（
東
京
都
千
代
田

区
）で
７
月
28
日（
木
）に
開
催

さ
れ
た
。

登
壇
し
た
の
は
黒
澤
貞
夫
氏

（
一
般
社
団
法
人
介
護
福
祉
指

導
教
育
推
進
機
構
代
表
理
事
）。

黒
澤
氏
は
、
介
護
の
魅
力
を

伝
え
る
た
め
に
は
、
介
護
の
専

門
性
を
自
身
が
獲
得
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
語
り
、
介
護

職
は
、
人
の
生
死
と
い
っ
た
人

間
の
根
源
的
な
問
題
を
正
面
か

ら
問
い
か
け
る
職
業
で
、
一
生

を
か
け
る
に
値
す
る
職
業
で
あ

る
と
こ
と
を
力
説
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
介
護
職

な
ら
で
は
の
魅
力
を
再
認
識
し

た
」「
部
下
に
同
じ
話
を
聞
か
せ

た
い
」と
い
っ
た
声
が
上
が
り
、

今
後
も
続
く
研
究
会
へ
の
期
待

が
寄
せ
ら
れ
た
。

北
海
道
支
部

「
介
護
福
祉
経
営
士
１
級
」対
策
講
座

　

２
０
１
６
年
11
月
13
日（
日
）

に
行
わ
れ
る
第
３
回
「
介
護
福

祉
経
営
士
１
級
」
資
格
認
定
試

験
に
向
け
て
、
北
海
道
支
部
に

て
全
国
初
の
勉
強
会
を
開
催
。

■
日
時
：
２
０
１
６
年
６
月
24

日
（
金
）、
７
月
22
日
（
金
）、

８
月
26
日
（
金
）、
９
月
23
日

（
金
）、
10
月
28
日
（
金
）

全
５
回　

18
：
30
〜
20
：
00

■
講
師
：
神
内
秀
之
介
氏
（
社

会
福
祉
法
人
渓
仁
会
法
人
本
部

事
業
推
進
部
次
長
・
事
業
戦
略

担
当
次
長
・
渓
仁
会
ハ
ー
テ
ィ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
。

介
護
福
祉
経
営
士
１
級
）

■
会
場
：
株
式
会
社
日
本
医
療

企
画　

北
海
道
支
社
セ
ミ
ナ
ー

ル
ー
ム
（
北
海
道
札
幌
市
中
央

区
南
１
条
西
６
丁
目
15
│
１　

札
幌
あ
お
ば
ビ
ル
２
０
１
）

■
資
料
代
：
全
５
回 

２
５
０
０

円
／
各
回
５
０
０
円
（
介

護
福
祉
経
営
士
）、
全
５
回

５
０
０
０
円
／
各
回
１
０
０
０

円
（
一
般
）

■
お
申
込
み
：
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
「
セ
ミ
ナ
ー
・
研
究

会
活
動
」
ま
た
は
左
記
お
問
い

合
わ
せ
先
ま
で
。

■
お
問
い
合
わ
せ
：
日
本
介
護

福
祉
経
営
人
材
教
育
協
会　

北

海
道
支
部
（
株
式
会
社
日
本
医

療
企
画 

北
海
道
支
社 

内
）

電
話
０
１
１
│
２
２
３
│

５
１
２
５

　

セ
ミ
ナ
ー
案
内

第
11
回「
介
護
福
祉
経
営
士
２
級
」資
格
認
定
試
験

直
前
ポ
イ
ン
ト
整
理
講
座　
大
阪
会
場

　

11
月
13
日
（
日
）
に
実
施
す

る
第
11
回
「
介
護
福
祉
経
営
士

２
級
」
資
格
認
定
試
験
に
向
け

た
試
験
対
策
講
座
。
医
療
機
関

の
現
場
や
診
療
報
制
度
等
、
し

く
み
の
わ
か
る
社
会
保
険
労
務

士
と
し
て
医
療
・
福
祉
業
界
を

中
心
に
活
動
す
る
鷹
取
敏
明
氏

を
講
師
に
迎
え
、
多
岐
に
わ
た

る
試
験
範
囲
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
す
る
。

■
日
時
：
２
０
１
６
年
10
月
１

日
（
土
）
13
：
30
〜
17
：
20

■
講
師
：
鷹
取
敏
明
氏
（
人
事

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所　

進
創

ア
シ
ス
ト
代
表
）

■
会
場
：
梅
田
貸
会
議
室

テ
ィ
ー
オ
ー
ジ
ー
（
大
阪
府
大

阪
市
北
区
梅
田
１
│
１
│
３
│

１
７
０
０
）

■
受
講
料
（
税
込
）
：
１
万
２

０
０
０
円

■
定
員
：
20
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
切
。

ま
た
、
申
込
人
数
が
基
準
に
達

し
な
い
場
合
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

■
お
申
込
み
：
日
本
医
療
企
画

「
セ
ミ
ナ
ー
情
報
」
ま
た
は
左

記
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

■
お
問
い
合
わ
せ
：
株
式
会
社

日
本
医
療
企
画　

関
西
支
社　

受
験
対
策
講
座
事
務
局

電
話
０
６
│
７
６
６
０
│

１
７
６
１
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